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キャッシュレス決済プレミアムポイント事業【第３弾】の実施結果について 

 

「キャッシュレス決済の促進」と「市内経済の活性化」に加え、「原油価格・物価高

騰」に対応するための事業者支援として実施した、キャッシュレス決済プレミアムポ

イント事業【第３弾】の結果を報告します。 

 

１ 事業の概要 

  第３弾 第２弾 第１弾 

キャンペー

ン名 

【第３弾】いこいこ町田！ 
ＰａｙＰａｙ使って“うふ
ふ”な買い物最大２０％戻っ
てくるキャンペーン 

【第２弾】いこいこ町田！
ＰａｙＰａｙ使って“うふ
ふ”な買い物最大２０％戻
ってくるキャンペーン 

いこいこ町田！ＰａｙＰａ
ｙ使って“うふふ”な買い
物最大２０％戻ってくるキ
ャンペーン 

キャンペー

ン期間 

２０２２年７月１日 

～７月３１日 

（１か月間） 

２０２１年６月１日 

～６月３０日 

（１か月間） 

２０２０年１２月１日 

～２０２１年１月３１日 

（２か月間） 

ポイント付

与率 
決済金額の最大２０％ 

ポイント付

与上限 

１，０００円相当/回 

１０，０００円相当/期間 

１，０００円相当/回 

３，０００円相当/期間 

５，０００円相当/回 

１万円相当/月 

２万円相当/期間 

対象店舗 市内ＰａｙＰａｙ加盟店 

対象業種 
大手チェーン含む全業種 

※公共サービス・病院・調剤薬局・保険・金券ショップ等は除く 

対象店舗

（箇所）数 

約５，２００箇所 

【終了時】 

約５，１００箇所 

【終了時】 

約４，０００箇所 

【終了時】 

予算額 

当初予算額：約７.０２億円 

６月補正予算額：約５.４億

円 

８月専決額：約１.０３億円 

計：約１３.４５億円 

（ポイント付与分 

：約１２.９億円、 

  事務費分 

：約０.５５億円） 

４月補正予算額 

：約６.３９億円 

 

 

 

（ポイント付与分 

：約６．２５億円、 

 事務費分 

：約０.１４億円） 

７月補正予算額：１２億円 

３月補正予算額：約４.８

億円 

計：約１６.８億円 

 

（ポイント付与分 

：約１６.２億円、 

  事務費分 

：約０.６億円） 
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２ 実施結果  

決済総額 

約７３.２億円 

（１日平均：約２.３６億円） 

前期比（※）３６６％ 

約３８.０億円  

（１日平均：約１.２７億円） 

前期比（※）２６６％ 

約９２.１億円  

（１日平均：約１.４９億円） 

前期比（※）６５２％ 

ポイント付

与額 

約１２.３億円 

（１日平均：約０.４億円） 

約５.０億円  

（１日平均：約０.１７億円） 

約１６.３億円  

（１日平均：約０.２６億円） 

決済回数 
約３４４万回 

（１日平均：約１１.１万回） 

約２０８万回  

（１日平均：約６.９万回） 

約３５５万回  

（１日平均：約５.７万回） 

利用者数 
約４０.１万人 

前期比（※）１６６％ 

約３０.４万人 

前期比（※）１６１％ 

約２８.４万人 

前期比（※）１８４％ 

１人あたり

決済回数 

約８.６回 

前期比（※）１６６％ 

約６.９回 

前期比（※）１２８％ 

約１２.５回 

前期比（※）２０５％ 

決算 

（第３弾は

見込額） 

歳出：事業業務委託料  

１,２８０,７３５,００８円 

（事業業務委託料内訳） 

ポイント付与額： 

１,２２８,７０３,４８３円 

運営費・手数料： 

４１,６４７,２１４円 

販促費・プロモーション費： 

１０,３８４,３１１円 

歳入：（国）地方創生臨時交 

付金 

９３８,９３９,００８円 

（都）東京都生活応援事業補

助金 

３４１,７９６,０００円 

歳出：事業業務委託料  

５１０,１６７,２９５円 

（事業業務委託料内訳） 

ポイント付与額： 

４９８,０６０,０１８円 

 

 

販促費・プロモーション費： 

１２,１０７,２７７円 

歳入：（国）地方創生臨時交

付金 

１７４,５３０,２９５円 

（都）東京都生活応援事業補

助金 

３３５,６３７,０００円 

歳出：事業業務委託料  

１,６８３,３７０,７６１円 

（事業業務委託料内訳） 

ポイント付与額： 

１,６２６,１８１,９８７円 

 

 

販促費・プロモーション費： 

５７,１８８,７７４円 

歳入：（国）地方創生臨時交

付金 

１,２９４,４５３,７６１円 

（都）東京都市町村新型コ

ロナウイルス感染症緊急対

策特別交付金 

３８８,９１７,０００円 

※キャンペーンの前期間比（第３弾は２０２２年６月比較、第２弾は２０２１年５月比較、第１弾は 

２０２０年１０・１１月比較） 

 

３ 広報活動 

（１）屋外広告 

  ・ペデストリアンデッキへのポスターの掲出 

  ・町田駅前電光掲示板への掲出 

（２）公共交通機関での広告 

  ・小山田桜台・多摩南部地域間運行バス及び町田市民バスまちっこにて車内広告

の掲出（計６台） 
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（３）チラシ広告の新聞折込及びポスティング 

  ・市内の新聞購読（朝日・読売・毎日・日経・産経・東京）をしている世帯に折

込にてチラシ広告を配布 

  ・新聞購読者以外を対象に、市内在住者へポスティングにてチラシ広告を配布 

（４）自主協力 

  ・南町田グランベリーパーク内デジタルサイネージ及びＬＥＤビジョンへ掲出 

  ・町田ジョルナ内デジタルサイネージ及び館内掲示可能エリアへ掲出 

  ・東急ツインズ内デジタルサイネージ及び館内掲示可能エリアへ掲出 

（５）メディア掲載 

  ・新聞掲載（武相新聞、読売新聞、タウンニュース） 

・ＷＥＢ掲載（相模原町田経済新聞、まちさが－町田＆相模原情報サイト、号外 

 ネット） 

 

４ 相談体制 

（１）町田商工会議所窓口相談（２０２２年５月１６日～６月３０日） 

  町田商工会議所にて、市内事業者からの窓口相談を実施 

 事業者 

相談件数(人数) １ 

 

（２）市庁舎窓口相談（２０２２年６月２８日、７月５日から１９日までの 

  水曜日） 

市庁舎（９階窓口）にて、消費者及び市内事業者向けの個別相談会を実施 

 消費者 事業者 合計 

相談件数(人数) １０ ０ １０ 

 

（３）委託事業者の市内提携ショップでの使い方相談 

市内ソフトバンクショップ・ワイモバイルショップでのアプリの利用に関する相

談を受付 

期間：２０２２年５月１５日（日）～７月３１日（日） 

店舗：市内１２か所 

 

（４）高齢者向け出張相談会 

アプリの利用に関する出張相談会を実施 

  開催日：２０２２年６月１０日、２８日、７月６日、１３日、２０日 

  開催場所：５か所（成瀬コミュニティセンター、鶴川ポプリホール、忠生あんし 

ん相談室等） 
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５ アンケート結果 

（１）事業者（加盟店）へのアンケート 

調査対象：キャンペーン参加加盟店 

調査方法：ＰａｙＰａｙ（株）がメール配信にてアンケートを実施 

２，０４３通に対して１４８通の回答（回答率：７．２％） 

調査期間：２０２２年８月３日（水）～８月８日（月） 

  【結果（抜粋）】 

  ・（コメント）実施いただき誠にありがとうございます。店舗売上を大きく伸ばさ 

せていただけました。 

  ・（コメント）今後もぜひキャンペーンは続けて実施してほしいです。 

 

（２）消費者（利用者）へのアンケート 

調査対象：町田市在住者及び町田市に週１回以上来訪する者 

調査方法：ＰａｙＰａｙ（株）がインターネットのモニター調査方式にて、無作

為抽出アンケートを実施。町田市人口構成比に基づいて、男女２０～

６０代の１，０００サンプル（市内在住者９７４＋町田市週１回以上

来訪者２６）件 

  調査期間：２０２２年８月１日（月）～８月５日（金） 

 【結果（抜粋）】 

 ・キャンペーン認知率は７６．３％となった。 

・キャンペーン参加者のうち、８５．３％が期間中の買い物頻度が増加したと回答 

・キャンペーン参加の主な理由として、「お得なキャンペーンだと感じた」「自分の

よく行くお店で使える」が上位となった。また、約１／３の人が「町田市を応援

したい」と回答 

 ・キャンペーン参加者の今後のキャッシュレス利用意向は、９６．７％となった。 

 ・キャンペーン参加率を性年代別でみると、第２弾と同様に男性３０代、女性３０

代、６０代の参加率が高く、同時に男性４０代、６０代、女性２０代－３０代、

６０代の参加率が伸び、幅広い層にキャンペーンが広まっている。 

  第３弾 第２弾 第１弾 

①キャンペーン認知率 ７６．３％ ７７．１％ ７５．４％ 

②キャンペーン参加率 ５１．７％ ４８．３％ ４３．１％ 

③今後のキャッシュレス利用意向 ９６．７％ ９６．５％ ９７．２％ 
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６ 町田商工会議所へのヒアリング 

・（大手企業）中心市街地大型店との懇談会では、「売り上げが増えた。他地域では大 

 型店が参加できないようになっているところが多く、町田市に感謝したい。」など 

 の声が上がっていました。 

・（中小企業）「新規のお客さんが増えた。いつもより購入点数が増えて、売上が上が 

った。」などの声が上がっていました。 

 

７ 中小企業・大手企業の取引額 

 委託会社からの実績報告より、中小企業及び大手企業の取引額は、キャンペーン前

の月と比較して、中小企業は約３倍、大手企業は約４倍に増加しました。 

 

８ 実施結果に対する考察 

・「原油価格・物価高騰」にいち早く対応するため、当初予定していた期間中の付与上 

限を５，０００円から１０，０００円に増額しました。これにより、当初目標とし 

ていた決済総額５０億円の目標を大きく上回り、最終的には約７３億円に達しまし 

た。 

 

・消費者（利用者）へのアンケート結果では、今回のキャンペーンによって獲得した 

ポイントについて、９割近くの人が、「町田市内で使う」と回答しており、決済総額

が約７３億円、付与されたポイント約１２億円の再消費分を考慮すると８０億円以

上の経済効果を生み出したことで、コロナ禍の影響にある「市内経済の活性化」を

後押ししました。 

 

・利用者の今後のキャッシュレス利用意向は約９７％となりました。そのうち、本事 

業により初めてＱＲコード決済を利用した方の９割以上が、継続利用の意向を示し

たことに加え、対象店舗数が第２弾終了時からさらに約１００箇所増えたことや、

キャンペーン利用者が約９．７万人増加したことから、「キャッシュレス決済」の更

なる促進につながりました。 


